
（世話人：高木　正之 先生　聖マリアンナ医科大学）
第4回日韓合同肺病理研究会
（世話人：横井　豊治 先生　愛知医科大学）
第3回日韓合同腎病理研究会
（世話人：山口　裕 先生　東京慈恵会医科大学）

11月14日（土）名古屋大学大学院医学系研究科
基礎医学研究棟　3F・4F

8 :30～ 9 :00　登　録
9 :00～12:00　スライドカンファレンス（日韓各3例）
12:00～12:10　フォトタイム
12:20　　　　ハーフデーツアー出発

第11回日韓合同スライドカンファレンス提示症例の申込み
申込先：IAP日本支部事務局（常任幹事　根本まで）

〒173─8610 板橋区大谷口上町30─1
Tel: 03─3972─8111　内線2256
Fax: 03─3972─8163

方　法： 症例のガラススライド5セットと症例のプロト
コール（英文）

なお、症例のプロトコールの記載に際しては、個人

情報保護に留意して下さい。

締　切：平成21年8月末日

皆様ふるってご参加ください。

名古屋でお待ち申し上げております。

第 6 回アジア太平洋 IAP 会議

第 6回アジア太平洋 IAP会議は、8月 20日から 23日
までインドのKochi市にて開催されます。HYPERLINK 
"http://www.apiap2009.com/php/showContent.
php?linkid=21&partid=0" http://www.apiap2009.com/php/
showContent.php?linkid=21&partid=0あるいはGoogleな
どで APIAPで loginして詳細をご覧ください。

IAP日本支部からも、橋本会長、松原次期会長、根
本常任幹事はじめ多くの方がご参加と伺っています。

Dr.Francisco Couto　President, IAP – Indian Division 　
Chief  Coordinator &Chairman Scientific Committee, 6th 
Asia Pacific IAP Congressが大いに張りきって、学会の
運営を盛り上げていますので、さぞや活発な学術集会に

なるものと期待しています。

大分押し迫っては来ておりますが、大勢の皆様とKochi
でお目にかかるのを楽しみにしています。

20日には、　APSMIのセッションを終日かけて行います。
Shantouで果たせなかった部分も含め議論できるよう企画
いたしましたので、多くの皆様のご参加をお待ちしています。

Day 1: 20th August 2009 (Thursday)

 7:30 am onwards Registration

8.30 - 10.00 am
Genito

Urologic
Pathology

Bone &
Soft Tissue
 Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
& Immuno- 
histology(in 
assoc ia t ion 
with APSMI)

 10.00 am Tea

10.30am
Genito
Urologic
Pathology

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
& Immuno- 
histology(in 
assoc ia t ion 
with APSMI)

 12 noon Plenary Lecture

1.00pm Lunch

2.00pm

Genito
Urologic
Pathology
Slide Seminar

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
&  I m m u n o - 
histology(with 
APSMI)

10.30am
Genito
Urologic
Pathology

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
& Immuno- 
histology(in 
assoc ia t ion 
with APSMI)

3.30 pm Tea

4.00-5.30pm

Genito
Urologic
Pathology
Slide Seminar

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology
Molecular
& Immuno
Pathology

6.30pm
Opening Ceremony and

Keynote Address
Dr. Robin A. Cooke, Australia

8.00pm Welcome Reception

Day 2: 21st August 2009 (Friday)

7.30am Registration

8.30 - 10.00 am Endocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast 
Pathology

Molecular
Pathology

10.00 am Tea

10.30am Endocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast
Pathology

Molecular
Pathology

12 noon Plenary Lecture

1.00pm Lunch

2.00pm Neuroendocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast 
Pathology 

Slide Seminar

Molecular 
Pathology

3.30 pm Tea

4.00-5.30pm Neuroendocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast
Pathology 

Slide Seminar

Hepatobiliary
Pathology

Day 3: 22nd August 2009 (Saturday)

7.30am Registration

8.30 - 10.00 am Hepatobiliary
Pathology

Gynaecologic 
Pathology

Haematolymphoid
Pathology 

Slide Seminar
Neuropathology

10.00 am Tea

10.30am Hepatobiliary
Pathology

Gynaecologic 
Pathology

Haematolymphoid
Pathology

Slide Seminar
Neuropathology

12 noon Plenary Lecture

1.00pm Lunch

2.00pm Pulmonary
Pathology

Gynaecologic
Pathology

Slide Seminar

Haematolymphoid 
Pathology Neuropathology

3.30 pm Tea

4.00-5.30pm Pulmonary
Pathology

Gynaecologic
Pathology 

Slide Seminar

Haematolymphoid
Pathology

Renal
Pathology

第 10 回目 SPU2009 開催される

SPU 事務局　　　松原　修

IAP日本支部では国際的基準（Global standard）に基づく病理診断医（Surgical 
Pathologists）の育成と米国を中心とした外国の著名な病理医との交流をめざすこ
とを目的に、湘南国際村センターで2泊3日の合宿形式による講習会を2000年から
行ってきました。今年は5月29日（金）から31日（日）、Course DirectorはMaryland
大学のSteven G. Silverberg教授と東海大学の長村義之教授が務め、今年のテー
マは、「神経腫瘍と子宮の外科病理」で、FacultyはSilverberg教授、Mayo Clinicの
Bernd W. Scheithauer教授、徳島県立中央病院へ埼玉医大から移られた廣瀬隆則
先生、京大の三上芳喜先生にお願いしました。

Si1verberg先生は、” Type II Endometrial carcinomas, “ “Uterine smooth muscle 
and endometrial stromal tumors,” “Mixed tumors of  the endometrium “ とslide 
seminarを講義してくださり、Scheithauer先生は、” WHO 2007 classification 
of  tumors of  the CNS: Development of  the WHO classification, new lesions 
and controversies,” “Sellar tumors “とslide seminarを講義してくださりました。
Silverberg先生のいつもながらのジョークを織り交ぜた楽しい講義、Scheithauer
先生は詳細な内容を熱を込めてお話になりました。講義寸前までPower Point内
容を編集され、ドキドキしました。Handoutも送ってこないし、Scheithauer先生
の顔をみるまでは本当に心配の連続でした。湘南の前に京大の中嶋安彬先生の

お世話で講演をされ、京都から湘南までは南口早智子先生がエスコートしてき

てくれました。日本側からはScheithauer先生と仲の良い廣瀬先生が、” Peripheral 
nerve sheath tumors” を分かりやすく講義され、三上先生が、” Current concept 
and controversies on endocervical adenocarcinoma” を大変明快に講義してくださ
りました。
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Day 4: 23rd August 2009 (Sunday)

 7.30am Registration

8.30 - 10.00 am Medical
Education

Infectious
Diseases

Pathology

Paediatric
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology

 10.00 am Tea

10.30am Medical 
Education

Infectious
Diseases

Pathology

Paediatric 
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 10.00 am Tea

10.30am Medical
Education

Infectious
Diseases

Pathology

Paediatric 
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 12 noon Plenary Lecture

 1.00pm Lunch

2.00pm Cardiac
Pathology

Infectious
Diseases

Pathology

Renal
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 3.30 pm Tea

4.00-5.30pm Cardiac
Pathology

Infectious
Diseases

Pathology

Renal
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 5.30pm Closing Ceremony

8月20日のAPSMIのプログラムです。
Program Molecular Immunopathology in associatin with APSMI
8.30 - 10.00 am　Chair Robert Y. Osamura,
8:30-9:15  Jiang Gu, Shantou University Medical 

College,  (China) Forwarded by APSMI 
President’ s Opening remarks: Jiang Gu
“Pathology and pathogenesis of  newly 
emerged infectious diseases” .

9:15-10:00  Osamu Matsubara Department of  
Pathology, National Defense Medical 
College (Japan)

  “ E p i d e r m a l  g r o w t h  f a c t o r 
receptor(EGFR) in lung cancer”

 Coffee break
10.30-12:00 am Chair Jiang Gu
10:30-11:15  Ryohei Kato Yamanashi University 

(Japan) “Molecular pathology of  thyroid 
cancers”

11:15-12:00 Simi Bahtia(India)
  “  Molecular markers in diagnostic 

oncology."
2.00-3:30 pm Chair  Simi Bahtia
2:00-2:45  HK Ng Department of  Anatomical 

and Cellular Pathology, the Chinese 
University of  Hong Kong (Hong Kong)

  “How to best make use of  biomarkers in 
neuro-oncology”

2:45-3:30 Bharat Jasani、Cardiff  University (UK)
“Fast tract molecular selection of  therapy 
using K-ras and topo-1 in patients with 
metastatic or locally advanced colorectal 
cancer: A feasibility study highlighting 
the role of  the pathologist”
Coffee break

4.00-5.30pm Chair  Anita Borges(India)
4:00-4:45  N o r i m i c h i  N e m o t o , N i h o n 

University(Japan)
“A p p l i c a t i o n  o f  L a s e r  a s s i s t e d 
m i c r o d i s s e c t i o n  f o r  d i a g n o s t i c 
pathology."

4:45-5:30 Geeta K Vemuganti(India)
Dr.Geeta K Vemuganti, M.D, DNB, 
FNAMS
Head, Ophthalmic Pathology Service
Prof  Brien Holden Eye Research Centre  
L.V. Prasad Eye Institute India
“Molecular Immunohistochemistry on 
Retinoblastoma and Cancer Stem Cells.
Closing remarks  Robert Y. Osamura 
(APSMI Past President)

IAP Vice President  長村義之

あとがき：
暑中お見舞い申し上げます。News Bulletin 2009 No.3を
お届けします。本号では、すでに終了したイベントの報告

に加え、8月にインドで開催される第6回Asia Pacific IAP 
Congress、そして今秋、名古屋で開催される第11回日韓合
同スライドカンファレンスと東京で開催されるIAP教育
セミナーのご案内を掲載しました。なお、本部のBulletin、
スライドセミナ－参加申込の返信用葉書、第11回日韓合
同スライドカンファランス申し込み用紙を同封しました。

皆様のご参加をお待ちしています。どうぞ良い夏休みを

お過ごし下さい。

173─8610 東京都板橋区大谷口上町30─1
日本大学医学部病態病理学系病理学分野

根本則道/家守玉美
Tel：03─3972─8111 内線2256/Fax：03─3972─8163
E-mail：iapj@med.nihon-u.ac.jp

SPU 2009 参加者の集合写真

国際病理会報2009No3_三.indd   1 09.7.24   5:13:39 PM



事前配布のslide seminar用のガラススライドは
Silverberg先生のものだけで、Scheithauer先生のものは
PDF fileだけとなりました。当日配布のhandoutは白黒
で膨大なものでありましたが、lectureのPower Pointを
CD-Rに焼きつけて参加者に配布しました。今回も参加者
に大変好評でありました。アンケート結果を下記に示します。

第1日目の夜のreceptionで、10回も連続で参加された
repeaterの先生4人に表彰状がSilverberg先生から渡されま
した。この先生方は、長嶋洋治先生（横浜市大）、荒川　敦

先生（順天堂大）、中西　護先生（市立宇和島病院）、細根　

勝先生（日本医大）であります。また、Silverberg先生への
感謝状送呈が行われました。Si1verberg先生なくしてSPU
はありえませんでした。加えて、10年間にわたる事務方
のお手伝いをしてSPUを本当に支えてくださったサクラ
ファインテックの近藤恵美さんに感謝状とお二人にそれ

ぞれ縁の地を題材としたオリジナルの版画が贈呈されま

した。近藤さんにはIAP本部も参加者の皆さんも本当にお
世話になりました。

最後に長村先生から第10回まで続けられたことに
対してFaculty, 参加者、各企業にお礼が述べられ、特に
Silverberg先生、サクラファインテック（株）、サクラの近藤
さんに感謝の言葉が述べられました。Silverberg先生もこ
のような楽しく有意義な会が形を変えても継続されるこ

とを望むと話されました。

SPU（通称湘南セミナー）を始めた当初は、参加者が集
まるのだろうかと懸念されましたが、良い講師陣に恵まれ、

合宿形式が受けたのか、10回も続けることができました。
また最初は各企業からも様々な形で積極的な援助があり

ましたが、不景気のあおりで、近年は思うように援助も集

まらず、さりとて参加費を値上げすることも憚れて、IAP
日本支部の大きな財政負担となっていました。また、SPU
を始めた当初は、米国から著名な講師をお呼びしての講習

会が珍しいものだったかとも思いますが、昨今はSPUの様
な講習会も増えてきたようで、一定の役割は果たしたと考

えます。第10回を節目に一旦SPUは終了することとします。
また、形を変えて復活することを望んでいますが、今のと

ころ良いアイデアがありません。SPUを長く支えてくだ
さった皆様に感謝申し上げます。

2009年病理学教育セミナーのお知らせ
IAP日本支部主催、日本病理学会後援

今回の開催地は東京都代々木で、日本病理学会秋期大

会の会場（九段）とは別の施設で開催する予定です。会場

は新宿、原宿に近く、小田急線参宮橋駅から徒歩7分、地
下鉄千代田線代々木公園駅から徒歩10分で、代々木公園
に隣接しています。ぜひ、ご参加ください。

日　時：平成20年11月21日（土）9:00～ 17:30
場　所：国立オリンピック記念青少年総合センター

（東京・代々木）

教育シンポジウム　9:00～ 11:45
今回の教育シンポジウムは、昨年の教育セミナーのア

ンケート等でご要望が多かった「肺癌 新WHO分類」につ
いて、日常の病理診断業務に役立つ内容を野口　雅之 先
生、石川　雄一 先生に企画していただきました。
主　題：「肺癌および中皮腫の病理診断学 ― 2009 update」

モデレータ：野口　雅之 先生（筑波大学）
石川　雄一 先生（癌研究所）

1. WHOの腺癌分類改訂について
野口　雅之（筑波大学基礎医学系病理学）

2.肺癌の進展に係わる病理診断
－特に胸膜因子について

大林　千穂（兵庫県立がんセンター病理診断科）

3.神経内分泌性を有する肺癌の病理診断
廣島　健三（千葉大学医学部病理学）

4.神経内分泌性腫瘍の未来
石川　雄一（財団法人　癌研究会癌研究所病理部）

5.免疫組織化学的染色を中心とした中皮腫の鑑別診断
武島　幸男（広島大学大学院病態情報医科学講座病

理学）

6. Mal ignant  mesothe l ioma:  cases  d i f f icu l t  to 
diagnose(tentative title)
Mark, Eugene J. （Professor of  Pathology, Harvard 
Medical School, Director of  the Autopsy Service, 
Department of  Pathology, MGH）

7.悪性中皮腫の早期診断
辻村　亨（兵庫医科大学医学部病理学〈分子病理部門〉）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎当日はご自由にご参加下さい（会場費3,000円、ハンド
アウト代含む）。その時に病理専門医の更新に必要な参

加証をご用意いたします。5単位が得られます。
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

スライドセミナー（敬称略）

1時限目　13:15～15:15
*A-1　唾液腺腫瘍の病理―新WHO分類を踏まえて―
長尾　俊孝（東京医科大学病理診断学）

B-1　肺の外科病理 update
中谷　行雄（千葉大学大学院医学研究院診断病理

学）

松原　　修（防衛医科大学校病態病理学）

C-1　膵腫瘍性病変の病理
諸星　利男（昭和大学医学部第一病理学）

D-1　悪性リンパ腫関連疾患
吉野　　正（岡山大学大学院病理・病態学）

2時限目　15:30～ 17:30
*A-2　神経系腫瘍（中枢系および末梢神経）
広瀬　隆則（徳島県立中央病院病理診断部）

B-2　骨髄の病理（MDSなど）
大島　孝一（久留米大学医学部病理学）

C-2　子宮内膜症とその関連腫瘍
本山　悌一（山形大学医学部人体病理病態学）

D-2　甲状腺腫瘍、新WHO分類を中心として
加藤　良平（山梨大学大学院人体病理学）

*印は新規のものです。事前資料としてバーチャルスラ
イド（DVD-R）を送付予定です。なお、D-1，D-2コース
はWindows（XP以降のOS）のみに対応致します。その他
のコースは、Windows、Macともに使用可能です。
病理専門医の資格更新単位として10単位が得られます。
受講料：1コースIAP日本支部会員7,000円、非会員10,000
円です。受講希望の方は同封の応募葉書に必要事項をご

記入の上、教育担当の内藤までお送りください

2009年IAP日本支・部病理診断学術奨励賞の公募

IAP日本支部では2009年の「IAP日本支部・病理診断学術
奨励賞」を下記の要領で公募します。

記

賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞
応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時

40歳未満）の病理医（IAP日本支部の会員か否
かは問わない）

選考対象： 2008年1月から12月の間に雑誌に公表された診
断病理分野における優れた英文論文（1編）。但し、
留学先での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆

頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内
賞の内容：賞状と副賞

応募方法

推薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする（しかし、

推薦者がいない場合も受付ける）。

申請時に必要なもの：

応募者の履歴書

推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦

人がない場合）

推薦書および応募理由書ともA4用紙2枚以内（書式
は問わない）

論文の別刷7部（1部はオリジナル、他はコピー可）
応募の締切：2009年8月31日（当日の消印有効）
宛先：〒173─8610　板橋区大谷口上町30─1　日本大学医
学部病態病理学系病理学分野　IAP日本支部事務局内
「IAP日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員会宛
選考方法・発表

IAP日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨
励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会から

の外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋

のIAP日本支部年次総会における表彰式に参加する。ま
た、受賞者をIAP日本支部のNews Bulletin紙上に加え、日
本病理学会、日本臨床細胞学会の機関誌に公表する。

5th APSMI Meeting, Shantou China

第 5 回 A s i a  P a c i f i c  S o c i e t i e s  f o r  M o l e c u l a r 
Immunohistology（APSMI）会議は、去る6月5，6，7日に
中国Shantou市で開催されました。日本からも当初約10
名の方が出席の予定であったが、新型インフルエンザの

猛威により、多くの方が（私も含めて）残念ながら渡航不

可能となり出席がかないませんでした。会長のProf. Jiang 
Guからは、以下のようなメールが来ています。
Dear Bob:
Thanks for your email.  The APSMI meeting in Shantou 
went well.  Although not many foreign participants, the 
numbers were made up by local pathologists, and staff  
and students from our medical school. We had a good 
time.  Your message of  greeting was read at the opening 
ceremony and was well received.  People fully understood 
the situation.　Hope everything is going well for you.  
Many thanks and best regards,
Jiang　
次回第6回は、Bangkokにて開催予定です。

IAP Vice President  長村義之

第 11 回日韓合同
スライドカンファレンスのご案内

日時・場所：平成21年11月13日（金）13：00～
ホテル名古屋ガーデンパレス

11月14日（土）8：30～
名古屋大学医学部

世　話　人：黒田　　誠

（藤田保健衛生大学医学部病理診断科）

開催予定

第11回日韓合同スライドカンファレンス
11月13日（金）ホテル名古屋ガーデンパレス　2F

13:00～14:15　登　録
14:15～14:30　歓迎のご挨拶
14:30～15:30　第1部（4例、日韓各2例）
15:30～15:50　コーヒーブレイク
15:50～16:50　第2部（4例、日韓各2例）
16:50～17:50　特別講演　牛込新一郎先生
17:50～18:00　フォトタイム
18:30～20:30　ウェルカムバンケット

第8回日韓合同骨軟部腫瘍病理研究会

講演する Steven G. Silverberg 先生

講演する Bernd W. Scheithauer 先生

講演する三上芳喜先生

講演する広瀬隆則先生
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で膨大なものでありましたが、lectureのPower Pointを
CD-Rに焼きつけて参加者に配布しました。今回も参加者
に大変好評でありました。アンケート結果を下記に示します。

第1日目の夜のreceptionで、10回も連続で参加された
repeaterの先生4人に表彰状がSilverberg先生から渡されま
した。この先生方は、長嶋洋治先生（横浜市大）、荒川　敦

先生（順天堂大）、中西　護先生（市立宇和島病院）、細根　

勝先生（日本医大）であります。また、Silverberg先生への
感謝状送呈が行われました。Si1verberg先生なくしてSPU
はありえませんでした。加えて、10年間にわたる事務方
のお手伝いをしてSPUを本当に支えてくださったサクラ
ファインテックの近藤恵美さんに感謝状とお二人にそれ

ぞれ縁の地を題材としたオリジナルの版画が贈呈されま

した。近藤さんにはIAP本部も参加者の皆さんも本当にお
世話になりました。

最後に長村先生から第10回まで続けられたことに
対してFaculty, 参加者、各企業にお礼が述べられ、特に
Silverberg先生、サクラファインテック（株）、サクラの近藤
さんに感謝の言葉が述べられました。Silverberg先生もこ
のような楽しく有意義な会が形を変えても継続されるこ

とを望むと話されました。

SPU（通称湘南セミナー）を始めた当初は、参加者が集
まるのだろうかと懸念されましたが、良い講師陣に恵まれ、

合宿形式が受けたのか、10回も続けることができました。
また最初は各企業からも様々な形で積極的な援助があり

ましたが、不景気のあおりで、近年は思うように援助も集

まらず、さりとて参加費を値上げすることも憚れて、IAP
日本支部の大きな財政負担となっていました。また、SPU
を始めた当初は、米国から著名な講師をお呼びしての講習

会が珍しいものだったかとも思いますが、昨今はSPUの様
な講習会も増えてきたようで、一定の役割は果たしたと考

えます。第10回を節目に一旦SPUは終了することとします。
また、形を変えて復活することを望んでいますが、今のと

ころ良いアイデアがありません。SPUを長く支えてくだ
さった皆様に感謝申し上げます。

2009年病理学教育セミナーのお知らせ
IAP日本支部主催、日本病理学会後援

今回の開催地は東京都代々木で、日本病理学会秋期大

会の会場（九段）とは別の施設で開催する予定です。会場

は新宿、原宿に近く、小田急線参宮橋駅から徒歩7分、地
下鉄千代田線代々木公園駅から徒歩10分で、代々木公園
に隣接しています。ぜひ、ご参加ください。

日　時：平成20年11月21日（土）9:00～ 17:30
場　所：国立オリンピック記念青少年総合センター

（東京・代々木）

教育シンポジウム　9:00～ 11:45
今回の教育シンポジウムは、昨年の教育セミナーのア

ンケート等でご要望が多かった「肺癌 新WHO分類」につ
いて、日常の病理診断業務に役立つ内容を野口　雅之 先
生、石川　雄一 先生に企画していただきました。
主　題：「肺癌および中皮腫の病理診断学 ― 2009 update」

モデレータ：野口　雅之 先生（筑波大学）
石川　雄一 先生（癌研究所）

1. WHOの腺癌分類改訂について
野口　雅之（筑波大学基礎医学系病理学）

2.肺癌の進展に係わる病理診断
－特に胸膜因子について

大林　千穂（兵庫県立がんセンター病理診断科）

3.神経内分泌性を有する肺癌の病理診断
廣島　健三（千葉大学医学部病理学）

4.神経内分泌性腫瘍の未来
石川　雄一（財団法人　癌研究会癌研究所病理部）

5.免疫組織化学的染色を中心とした中皮腫の鑑別診断
武島　幸男（広島大学大学院病態情報医科学講座病

理学）

6. Mal ignant  mesothe l ioma:  cases  d i f f icu l t  to 
diagnose(tentative title)
Mark, Eugene J. （Professor of  Pathology, Harvard 
Medical School, Director of  the Autopsy Service, 
Department of  Pathology, MGH）

7.悪性中皮腫の早期診断
辻村　亨（兵庫医科大学医学部病理学〈分子病理部門〉）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎当日はご自由にご参加下さい（会場費3,000円、ハンド
アウト代含む）。その時に病理専門医の更新に必要な参

加証をご用意いたします。5単位が得られます。
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

スライドセミナー（敬称略）

1時限目　13:15～15:15
*A-1　唾液腺腫瘍の病理―新WHO分類を踏まえて―
長尾　俊孝（東京医科大学病理診断学）

B-1　肺の外科病理 update
中谷　行雄（千葉大学大学院医学研究院診断病理

学）

松原　　修（防衛医科大学校病態病理学）

C-1　膵腫瘍性病変の病理
諸星　利男（昭和大学医学部第一病理学）

D-1　悪性リンパ腫関連疾患
吉野　　正（岡山大学大学院病理・病態学）

2時限目　15:30～ 17:30
*A-2　神経系腫瘍（中枢系および末梢神経）
広瀬　隆則（徳島県立中央病院病理診断部）

B-2　骨髄の病理（MDSなど）
大島　孝一（久留米大学医学部病理学）

C-2　子宮内膜症とその関連腫瘍
本山　悌一（山形大学医学部人体病理病態学）

D-2　甲状腺腫瘍、新WHO分類を中心として
加藤　良平（山梨大学大学院人体病理学）

*印は新規のものです。事前資料としてバーチャルスラ
イド（DVD-R）を送付予定です。なお、D-1，D-2コース
はWindows（XP以降のOS）のみに対応致します。その他
のコースは、Windows、Macともに使用可能です。
病理専門医の資格更新単位として10単位が得られます。
受講料：1コースIAP日本支部会員7,000円、非会員10,000
円です。受講希望の方は同封の応募葉書に必要事項をご

記入の上、教育担当の内藤までお送りください

2009年IAP日本支・部病理診断学術奨励賞の公募

IAP日本支部では2009年の「IAP日本支部・病理診断学術
奨励賞」を下記の要領で公募します。

記

賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞
応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時

40歳未満）の病理医（IAP日本支部の会員か否
かは問わない）

選考対象： 2008年1月から12月の間に雑誌に公表された診
断病理分野における優れた英文論文（1編）。但し、
留学先での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆

頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内
賞の内容：賞状と副賞

応募方法

推薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする（しかし、

推薦者がいない場合も受付ける）。

申請時に必要なもの：

応募者の履歴書

推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦

人がない場合）

推薦書および応募理由書ともA4用紙2枚以内（書式
は問わない）

論文の別刷7部（1部はオリジナル、他はコピー可）
応募の締切：2009年8月31日（当日の消印有効）
宛先：〒173─8610　板橋区大谷口上町30─1　日本大学医
学部病態病理学系病理学分野　IAP日本支部事務局内
「IAP日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員会宛
選考方法・発表

IAP日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨
励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会から

の外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋

のIAP日本支部年次総会における表彰式に参加する。ま
た、受賞者をIAP日本支部のNews Bulletin紙上に加え、日
本病理学会、日本臨床細胞学会の機関誌に公表する。

5th APSMI Meeting, Shantou China

第 5 回 A s i a  P a c i f i c  S o c i e t i e s  f o r  M o l e c u l a r 
Immunohistology（APSMI）会議は、去る6月5，6，7日に
中国Shantou市で開催されました。日本からも当初約10
名の方が出席の予定であったが、新型インフルエンザの

猛威により、多くの方が（私も含めて）残念ながら渡航不

可能となり出席がかないませんでした。会長のProf. Jiang 
Guからは、以下のようなメールが来ています。
Dear Bob:
Thanks for your email.  The APSMI meeting in Shantou 
went well.  Although not many foreign participants, the 
numbers were made up by local pathologists, and staff  
and students from our medical school. We had a good 
time.  Your message of  greeting was read at the opening 
ceremony and was well received.  People fully understood 
the situation.　Hope everything is going well for you.  
Many thanks and best regards,
Jiang　
次回第6回は、Bangkokにて開催予定です。

IAP Vice President  長村義之

第 11 回日韓合同
スライドカンファレンスのご案内

日時・場所：平成21年11月13日（金）13：00～
ホテル名古屋ガーデンパレス

11月14日（土）8：30～
名古屋大学医学部

世　話　人：黒田　　誠

（藤田保健衛生大学医学部病理診断科）

開催予定

第11回日韓合同スライドカンファレンス
11月13日（金）ホテル名古屋ガーデンパレス　2F

13:00～14:15　登　録
14:15～14:30　歓迎のご挨拶
14:30～15:30　第1部（4例、日韓各2例）
15:30～15:50　コーヒーブレイク
15:50～16:50　第2部（4例、日韓各2例）
16:50～17:50　特別講演　牛込新一郎先生
17:50～18:00　フォトタイム
18:30～20:30　ウェルカムバンケット

第8回日韓合同骨軟部腫瘍病理研究会

講演する Steven G. Silverberg 先生

講演する Bernd W. Scheithauer 先生

講演する三上芳喜先生

講演する広瀬隆則先生
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で膨大なものでありましたが、lectureのPower Pointを
CD-Rに焼きつけて参加者に配布しました。今回も参加者
に大変好評でありました。アンケート結果を下記に示します。

第1日目の夜のreceptionで、10回も連続で参加された
repeaterの先生4人に表彰状がSilverberg先生から渡されま
した。この先生方は、長嶋洋治先生（横浜市大）、荒川　敦

先生（順天堂大）、中西　護先生（市立宇和島病院）、細根　

勝先生（日本医大）であります。また、Silverberg先生への
感謝状送呈が行われました。Si1verberg先生なくしてSPU
はありえませんでした。加えて、10年間にわたる事務方
のお手伝いをしてSPUを本当に支えてくださったサクラ
ファインテックの近藤恵美さんに感謝状とお二人にそれ

ぞれ縁の地を題材としたオリジナルの版画が贈呈されま

した。近藤さんにはIAP本部も参加者の皆さんも本当にお
世話になりました。

最後に長村先生から第10回まで続けられたことに
対してFaculty, 参加者、各企業にお礼が述べられ、特に
Silverberg先生、サクラファインテック（株）、サクラの近藤
さんに感謝の言葉が述べられました。Silverberg先生もこ
のような楽しく有意義な会が形を変えても継続されるこ

とを望むと話されました。

SPU（通称湘南セミナー）を始めた当初は、参加者が集
まるのだろうかと懸念されましたが、良い講師陣に恵まれ、

合宿形式が受けたのか、10回も続けることができました。
また最初は各企業からも様々な形で積極的な援助があり

ましたが、不景気のあおりで、近年は思うように援助も集

まらず、さりとて参加費を値上げすることも憚れて、IAP
日本支部の大きな財政負担となっていました。また、SPU
を始めた当初は、米国から著名な講師をお呼びしての講習

会が珍しいものだったかとも思いますが、昨今はSPUの様
な講習会も増えてきたようで、一定の役割は果たしたと考

えます。第10回を節目に一旦SPUは終了することとします。
また、形を変えて復活することを望んでいますが、今のと

ころ良いアイデアがありません。SPUを長く支えてくだ
さった皆様に感謝申し上げます。

2009年病理学教育セミナーのお知らせ
IAP日本支部主催、日本病理学会後援

今回の開催地は東京都代々木で、日本病理学会秋期大

会の会場（九段）とは別の施設で開催する予定です。会場

は新宿、原宿に近く、小田急線参宮橋駅から徒歩7分、地
下鉄千代田線代々木公園駅から徒歩10分で、代々木公園
に隣接しています。ぜひ、ご参加ください。

日　時：平成20年11月21日（土）9:00～ 17:30
場　所：国立オリンピック記念青少年総合センター

（東京・代々木）

教育シンポジウム　9:00～ 11:45
今回の教育シンポジウムは、昨年の教育セミナーのア

ンケート等でご要望が多かった「肺癌 新WHO分類」につ
いて、日常の病理診断業務に役立つ内容を野口　雅之 先
生、石川　雄一 先生に企画していただきました。
主　題：「肺癌および中皮腫の病理診断学 ― 2009 update」

モデレータ：野口　雅之 先生（筑波大学）
石川　雄一 先生（癌研究所）

1. WHOの腺癌分類改訂について
野口　雅之（筑波大学基礎医学系病理学）

2.肺癌の進展に係わる病理診断
－特に胸膜因子について

大林　千穂（兵庫県立がんセンター病理診断科）

3.神経内分泌性を有する肺癌の病理診断
廣島　健三（千葉大学医学部病理学）

4.神経内分泌性腫瘍の未来
石川　雄一（財団法人　癌研究会癌研究所病理部）

5.免疫組織化学的染色を中心とした中皮腫の鑑別診断
武島　幸男（広島大学大学院病態情報医科学講座病

理学）

6. Mal ignant  mesothe l ioma:  cases  d i f f icu l t  to 
diagnose(tentative title)
Mark, Eugene J. （Professor of  Pathology, Harvard 
Medical School, Director of  the Autopsy Service, 
Department of  Pathology, MGH）

7.悪性中皮腫の早期診断
辻村　亨（兵庫医科大学医学部病理学〈分子病理部門〉）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎当日はご自由にご参加下さい（会場費3,000円、ハンド
アウト代含む）。その時に病理専門医の更新に必要な参

加証をご用意いたします。5単位が得られます。
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

スライドセミナー（敬称略）

1時限目　13:15～15:15
*A-1　唾液腺腫瘍の病理―新WHO分類を踏まえて―
長尾　俊孝（東京医科大学病理診断学）

B-1　肺の外科病理 update
中谷　行雄（千葉大学大学院医学研究院診断病理

学）

松原　　修（防衛医科大学校病態病理学）

C-1　膵腫瘍性病変の病理
諸星　利男（昭和大学医学部第一病理学）

D-1　悪性リンパ腫関連疾患
吉野　　正（岡山大学大学院病理・病態学）

2時限目　15:30～ 17:30
*A-2　神経系腫瘍（中枢系および末梢神経）
広瀬　隆則（徳島県立中央病院病理診断部）

B-2　骨髄の病理（MDSなど）
大島　孝一（久留米大学医学部病理学）

C-2　子宮内膜症とその関連腫瘍
本山　悌一（山形大学医学部人体病理病態学）

D-2　甲状腺腫瘍、新WHO分類を中心として
加藤　良平（山梨大学大学院人体病理学）

*印は新規のものです。事前資料としてバーチャルスラ
イド（DVD-R）を送付予定です。なお、D-1，D-2コース
はWindows（XP以降のOS）のみに対応致します。その他
のコースは、Windows、Macともに使用可能です。
病理専門医の資格更新単位として10単位が得られます。
受講料：1コースIAP日本支部会員7,000円、非会員10,000
円です。受講希望の方は同封の応募葉書に必要事項をご

記入の上、教育担当の内藤までお送りください

2009年IAP日本支・部病理診断学術奨励賞の公募

IAP日本支部では2009年の「IAP日本支部・病理診断学術
奨励賞」を下記の要領で公募します。

記

賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞
応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時

40歳未満）の病理医（IAP日本支部の会員か否
かは問わない）

選考対象： 2008年1月から12月の間に雑誌に公表された診
断病理分野における優れた英文論文（1編）。但し、
留学先での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆

頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内
賞の内容：賞状と副賞

応募方法

推薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする（しかし、

推薦者がいない場合も受付ける）。

申請時に必要なもの：

応募者の履歴書

推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦

人がない場合）

推薦書および応募理由書ともA4用紙2枚以内（書式
は問わない）

論文の別刷7部（1部はオリジナル、他はコピー可）
応募の締切：2009年8月31日（当日の消印有効）
宛先：〒173─8610　板橋区大谷口上町30─1　日本大学医
学部病態病理学系病理学分野　IAP日本支部事務局内
「IAP日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員会宛
選考方法・発表

IAP日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨
励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会から

の外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋

のIAP日本支部年次総会における表彰式に参加する。ま
た、受賞者をIAP日本支部のNews Bulletin紙上に加え、日
本病理学会、日本臨床細胞学会の機関誌に公表する。

5th APSMI Meeting, Shantou China

第 5 回 A s i a  P a c i f i c  S o c i e t i e s  f o r  M o l e c u l a r 
Immunohistology（APSMI）会議は、去る6月5，6，7日に
中国Shantou市で開催されました。日本からも当初約10
名の方が出席の予定であったが、新型インフルエンザの

猛威により、多くの方が（私も含めて）残念ながら渡航不

可能となり出席がかないませんでした。会長のProf. Jiang 
Guからは、以下のようなメールが来ています。
Dear Bob:
Thanks for your email.  The APSMI meeting in Shantou 
went well.  Although not many foreign participants, the 
numbers were made up by local pathologists, and staff  
and students from our medical school. We had a good 
time.  Your message of  greeting was read at the opening 
ceremony and was well received.  People fully understood 
the situation.　Hope everything is going well for you.  
Many thanks and best regards,
Jiang　
次回第6回は、Bangkokにて開催予定です。

IAP Vice President  長村義之

第 11 回日韓合同
スライドカンファレンスのご案内

日時・場所：平成21年11月13日（金）13：00～
ホテル名古屋ガーデンパレス

11月14日（土）8：30～
名古屋大学医学部

世　話　人：黒田　　誠

（藤田保健衛生大学医学部病理診断科）

開催予定

第11回日韓合同スライドカンファレンス
11月13日（金）ホテル名古屋ガーデンパレス　2F

13:00～14:15　登　録
14:15～14:30　歓迎のご挨拶
14:30～15:30　第1部（4例、日韓各2例）
15:30～15:50　コーヒーブレイク
15:50～16:50　第2部（4例、日韓各2例）
16:50～17:50　特別講演　牛込新一郎先生
17:50～18:00　フォトタイム
18:30～20:30　ウェルカムバンケット

第8回日韓合同骨軟部腫瘍病理研究会

講演する Steven G. Silverberg 先生

講演する Bernd W. Scheithauer 先生

講演する三上芳喜先生

講演する広瀬隆則先生
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（世話人：高木　正之 先生　聖マリアンナ医科大学）
第4回日韓合同肺病理研究会
（世話人：横井　豊治 先生　愛知医科大学）
第3回日韓合同腎病理研究会
（世話人：山口　裕 先生　東京慈恵会医科大学）

11月14日（土）名古屋大学大学院医学系研究科
基礎医学研究棟　3F・4F

8 :30～ 9 :00　登　録
9 :00～12:00　スライドカンファレンス（日韓各3例）
12:00～12:10　フォトタイム
12:20　　　　ハーフデーツアー出発

第11回日韓合同スライドカンファレンス提示症例の申込み
申込先：IAP日本支部事務局（常任幹事　根本まで）

〒173─8610 板橋区大谷口上町30─1
Tel: 03─3972─8111　内線2256
Fax: 03─3972─8163

方　法： 症例のガラススライド5セットと症例のプロト
コール（英文）

なお、症例のプロトコールの記載に際しては、個人

情報保護に留意して下さい。

締　切：平成21年8月末日

皆様ふるってご参加ください。

名古屋でお待ち申し上げております。

第 6 回アジア太平洋 IAP 会議

第 6回アジア太平洋 IAP会議は、8月 20日から 23日
までインドのKochi市にて開催されます。HYPERLINK 
"http://www.apiap2009.com/php/showContent.
php?linkid=21&partid=0" http://www.apiap2009.com/php/
showContent.php?linkid=21&partid=0あるいはGoogleな
どで APIAPで loginして詳細をご覧ください。

IAP日本支部からも、橋本会長、松原次期会長、根
本常任幹事はじめ多くの方がご参加と伺っています。

Dr.Francisco Couto　President, IAP – Indian Division 　
Chief  Coordinator &Chairman Scientific Committee, 6th 
Asia Pacific IAP Congressが大いに張りきって、学会の
運営を盛り上げていますので、さぞや活発な学術集会に

なるものと期待しています。

大分押し迫っては来ておりますが、大勢の皆様とKochi
でお目にかかるのを楽しみにしています。

20日には、　APSMIのセッションを終日かけて行います。
Shantouで果たせなかった部分も含め議論できるよう企画
いたしましたので、多くの皆様のご参加をお待ちしています。

Day 1: 20th August 2009 (Thursday)

 7:30 am onwards Registration

8.30 - 10.00 am
Genito

Urologic
Pathology

Bone &
Soft Tissue
 Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
& Immuno- 
histology(in 
assoc ia t ion 
with APSMI)

 10.00 am Tea

10.30am
Genito
Urologic
Pathology

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
& Immuno- 
histology(in 
assoc ia t ion 
with APSMI)

 12 noon Plenary Lecture

1.00pm Lunch

2.00pm

Genito
Urologic
Pathology
Slide Seminar

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
&  I m m u n o - 
histology(with 
APSMI)

10.30am
Genito
Urologic
Pathology

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
& Immuno- 
histology(in 
assoc ia t ion 
with APSMI)

3.30 pm Tea

4.00-5.30pm

Genito
Urologic
Pathology
Slide Seminar

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology
Molecular
& Immuno
Pathology

6.30pm
Opening Ceremony and

Keynote Address
Dr. Robin A. Cooke, Australia

8.00pm Welcome Reception

Day 2: 21st August 2009 (Friday)

7.30am Registration

8.30 - 10.00 am Endocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast 
Pathology

Molecular
Pathology

10.00 am Tea

10.30am Endocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast
Pathology

Molecular
Pathology

12 noon Plenary Lecture

1.00pm Lunch

2.00pm Neuroendocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast 
Pathology 

Slide Seminar

Molecular 
Pathology

3.30 pm Tea

4.00-5.30pm Neuroendocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast
Pathology 

Slide Seminar

Hepatobiliary
Pathology

Day 3: 22nd August 2009 (Saturday)

7.30am Registration

8.30 - 10.00 am Hepatobiliary
Pathology

Gynaecologic 
Pathology

Haematolymphoid
Pathology 

Slide Seminar
Neuropathology

10.00 am Tea

10.30am Hepatobiliary
Pathology

Gynaecologic 
Pathology

Haematolymphoid
Pathology

Slide Seminar
Neuropathology

12 noon Plenary Lecture

1.00pm Lunch

2.00pm Pulmonary
Pathology

Gynaecologic
Pathology

Slide Seminar

Haematolymphoid 
Pathology Neuropathology

3.30 pm Tea

4.00-5.30pm Pulmonary
Pathology

Gynaecologic
Pathology 

Slide Seminar

Haematolymphoid
Pathology

Renal
Pathology

第 10 回目 SPU2009 開催される

SPU 事務局　　　松原　修

IAP日本支部では国際的基準（Global standard）に基づく病理診断医（Surgical 
Pathologists）の育成と米国を中心とした外国の著名な病理医との交流をめざすこ
とを目的に、湘南国際村センターで2泊3日の合宿形式による講習会を2000年から
行ってきました。今年は5月29日（金）から31日（日）、Course DirectorはMaryland
大学のSteven G. Silverberg教授と東海大学の長村義之教授が務め、今年のテー
マは、「神経腫瘍と子宮の外科病理」で、FacultyはSilverberg教授、Mayo Clinicの
Bernd W. Scheithauer教授、徳島県立中央病院へ埼玉医大から移られた廣瀬隆則
先生、京大の三上芳喜先生にお願いしました。

Si1verberg先生は、” Type II Endometrial carcinomas, “ “Uterine smooth muscle 
and endometrial stromal tumors,” “Mixed tumors of  the endometrium “ とslide 
seminarを講義してくださり、Scheithauer先生は、” WHO 2007 classification 
of  tumors of  the CNS: Development of  the WHO classification, new lesions 
and controversies,” “Sellar tumors “とslide seminarを講義してくださいました。
Silverberg先生のいつもながらのジョークを織り交ぜた楽しい講義、Scheithauer
先生は詳細な内容を熱を込めてお話になりました。講義寸前までPower Point内
容を編集され、ドキドキしました。Handoutも送ってこないし、Scheithauer先生
の顔をみるまでは本当に心配の連続でした。湘南の前に京大の中嶋安彬先生の

お世話で講演をされ、京都から湘南までは南口早智子先生がエスコートしてき

てくれました。日本側からはScheithauer先生と仲の良い廣瀬先生が、” Peripheral 
nerve sheath tumors” を分かりやすく講義され、三上先生が、” Current concept 
and controversies on endocervical adenocarcinoma” を大変明快に講義してくださ
いました。

事前配布のslide seminar用のガラススライドはSilverberg先生のものだけで、
Scheithauer先生のものはPDF fileだけとなりました。当日配布のhandoutは白黒
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Day 4: 23rd August 2009 (Sunday)

 7.30am Registration

8.30 - 10.00 am Medical
Education

Infectious
Diseases

Pathology

Paediatric
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology

 10.00 am Tea

10.30am Medical 
Education

Infectious
Diseases

Pathology

Paediatric 
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 10.00 am Tea

10.30am Medical
Education

Infectious
Diseases

Pathology

Paediatric 
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 12 noon Plenary Lecture

 1.00pm Lunch

2.00pm Cardiac
Pathology

Infectious
Diseases

Pathology

Renal
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 3.30 pm Tea

4.00-5.30pm Cardiac
Pathology

Infectious
Diseases

Pathology

Renal
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 5.30pm Closing Ceremony

8月20日のAPSMIのプログラムです。
Program Molecular Immunopathology in associatin with APSMI
8.30 - 10.00 am　Chair Robert Y. Osamura,
8:30-9:15  Jiang Gu, Shantou University Medical 

College,  (China) Forwarded by APSMI 
President’ s Opening remarks: Jiang Gu
“Pathology and pathogenesis of  newly 
emerged infectious diseases” .

9:15-10:00  Osamu Matsubara Department of  
Pathology, National Defense Medical 
College (Japan)

  “ E p i d e r m a l  g r o w t h  f a c t o r 
receptor(EGFR) in lung cancer”

 Coffee break
10.30-12:00 am Chair Jiang Gu
10:30-11:15  Ryohei Kato Yamanashi University 

(Japan) “Molecular pathology of  thyroid 
cancers”

11:15-12:00 Simi Bahtia(India)
  “  Molecular markers in diagnostic 

oncology."
2.00-3:30 pm Chair  Simi Bahtia
2:00-2:45  HK Ng Department of  Anatomical 

and Cellular Pathology, the Chinese 
University of  Hong Kong (Hong Kong)

  “How to best make use of  biomarkers in 
neuro-oncology”

2:45-3:30 Bharat Jasani、Cardiff  University (UK)
“Fast tract molecular selection of  therapy 
using K-ras and topo-1 in patients with 
metastatic or locally advanced colorectal 
cancer: A feasibility study highlighting 
the role of  the pathologist”
Coffee break

4.00-5.30pm Chair  Anita Borges(India)
4:00-4:45  N o r i m i c h i  N e m o t o , N i h o n 

University(Japan)
“A p p l i c a t i o n  o f  L a s e r  a s s i s t e d 
m i c r o d i s s e c t i o n  f o r  d i a g n o s t i c 
pathology."

4:45-5:30 Geeta K Vemuganti(India)
Dr.Geeta K Vemuganti, M.D, DNB, 
FNAMS
Head, Ophthalmic Pathology Service
Prof  Brien Holden Eye Research Centre  
L.V. Prasad Eye Institute India
“Molecular Immunohistochemistry on 
Retinoblastoma and Cancer Stem Cells.
Closing remarks  Robert Y. Osamura 
(APSMI Past President)

IAP Vice President  長村義之

あとがき：
暑中お見舞い申し上げます。News Bulletin 2009 No.3を
お届けします。本号では、すでに終了したイベントの報告

に加え、8月にインドで開催される第6回Asia Pacific IAP 
Congress、そして今秋、名古屋で開催される第11回日韓合
同スライドカンファレンスと東京で開催されるIAP教育
セミナーのご案内を掲載しました。なお、本部のBulletin、
スライドセミナ－参加申込の返信用葉書、第11回日韓合
同スライドカンファランス申し込み用紙を同封しました。

皆様のご参加をお待ちしています。どうぞ良い夏休みを

お過ごし下さい。

173─8610 東京都板橋区大谷口上町30─1
日本大学医学部病態病理学系病理学分野

根本則道/家守玉美
Tel：03─3972─8111 内線2256/Fax：03─3972─8163
E-mail：iapj@med.nihon-u.ac.jp

SPU 2009 参加者の集合写真
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（世話人：高木　正之 先生　聖マリアンナ医科大学）
第4回日韓合同肺病理研究会
（世話人：横井　豊治 先生　愛知医科大学）
第3回日韓合同腎病理研究会
（世話人：山口　裕 先生　東京慈恵会医科大学）

11月14日（土）名古屋大学大学院医学系研究科
基礎医学研究棟　3F・4F

8 :30～ 9 :00　登　録
9 :00～12:00　スライドカンファレンス（日韓各3例）
12:00～12:10　フォトタイム
12:20　　　　ハーフデーツアー出発

第11回日韓合同スライドカンファレンス提示症例の申込み
申込先：IAP日本支部事務局（常任幹事　根本まで）

〒173─8610 板橋区大谷口上町30─1
Tel: 03─3972─8111　内線2256
Fax: 03─3972─8163

方　法： 症例のガラススライド5セットと症例のプロト
コール（英文）

なお、症例のプロトコールの記載に際しては、個人

情報保護に留意して下さい。

締　切：平成21年8月末日

皆様ふるってご参加ください。

名古屋でお待ち申し上げております。

第 6 回アジア太平洋 IAP 会議

第 6回アジア太平洋 IAP会議は、8月 20日から 23日
までインドのKochi市にて開催されます。HYPERLINK 
"http://www.apiap2009.com/php/showContent.
php?linkid=21&partid=0" http://www.apiap2009.com/php/
showContent.php?linkid=21&partid=0あるいはGoogleな
どで APIAPで loginして詳細をご覧ください。

IAP日本支部からも、橋本会長、松原次期会長、根
本常任幹事はじめ多くの方がご参加と伺っています。

Dr.Francisco Couto　President, IAP – Indian Division 　
Chief  Coordinator &Chairman Scientific Committee, 6th 
Asia Pacific IAP Congressが大いに張りきって、学会の
運営を盛り上げていますので、さぞや活発な学術集会に

なるものと期待しています。

大分押し迫っては来ておりますが、大勢の皆様とKochi
でお目にかかるのを楽しみにしています。

20日には、　APSMIのセッションを終日かけて行います。
Shantouで果たせなかった部分も含め議論できるよう企画
いたしましたので、多くの皆様のご参加をお待ちしています。

Day 1: 20th August 2009 (Thursday)

 7:30 am onwards Registration

8.30 - 10.00 am
Genito

Urologic
Pathology

Bone &
Soft Tissue
 Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
& Immuno- 
histology(in 
assoc ia t ion 
with APSMI)

 10.00 am Tea

10.30am
Genito
Urologic
Pathology

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
& Immuno- 
histology(in 
assoc ia t ion 
with APSMI)

 12 noon Plenary Lecture

1.00pm Lunch

2.00pm

Genito
Urologic
Pathology
Slide Seminar

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
&  I m m u n o - 
histology(with 
APSMI)

10.30am
Genito
Urologic
Pathology

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology

M o l e c u l a r 
& Immuno- 
histology(in 
assoc ia t ion 
with APSMI)

3.30 pm Tea

4.00-5.30pm

Genito
Urologic
Pathology
Slide Seminar

Bone &
Soft Tissue
Pathology

Cytopathology
Molecular
& Immuno
Pathology

6.30pm
Opening Ceremony and

Keynote Address
Dr. Robin A. Cooke, Australia

8.00pm Welcome Reception

Day 2: 21st August 2009 (Friday)

7.30am Registration

8.30 - 10.00 am Endocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast 
Pathology

Molecular
Pathology

10.00 am Tea

10.30am Endocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast
Pathology

Molecular
Pathology

12 noon Plenary Lecture

1.00pm Lunch

2.00pm Neuroendocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast 
Pathology 

Slide Seminar

Molecular 
Pathology

3.30 pm Tea

4.00-5.30pm Neuroendocrine
Pathology

Gastrointestinal
Pathology

Breast
Pathology 

Slide Seminar

Hepatobiliary
Pathology

Day 3: 22nd August 2009 (Saturday)

7.30am Registration

8.30 - 10.00 am Hepatobiliary
Pathology

Gynaecologic 
Pathology

Haematolymphoid
Pathology 

Slide Seminar
Neuropathology

10.00 am Tea

10.30am Hepatobiliary
Pathology

Gynaecologic 
Pathology

Haematolymphoid
Pathology

Slide Seminar
Neuropathology

12 noon Plenary Lecture

1.00pm Lunch

2.00pm Pulmonary
Pathology

Gynaecologic
Pathology

Slide Seminar

Haematolymphoid 
Pathology Neuropathology

3.30 pm Tea

4.00-5.30pm Pulmonary
Pathology

Gynaecologic
Pathology 

Slide Seminar

Haematolymphoid
Pathology

Renal
Pathology

第 10 回目 SPU2009 開催される

SPU 事務局　　　松原　修

IAP日本支部では国際的基準（Global standard）に基づく病理診断医（Surgical 
Pathologists）の育成と米国を中心とした外国の著名な病理医との交流をめざすこ
とを目的に、湘南国際村センターで2泊3日の合宿形式による講習会を2000年から
行ってきました。今年は5月29日（金）から31日（日）、Course DirectorはMaryland
大学のSteven G. Silverberg教授と東海大学の長村義之教授が務め、今年のテー
マは、「神経腫瘍と子宮の外科病理」で、FacultyはSilverberg教授、Mayo Clinicの
Bernd W. Scheithauer教授、徳島県立中央病院へ埼玉医大から移られた廣瀬隆則
先生、京大の三上芳喜先生にお願いしました。

Si1verberg先生は、” Type II Endometrial carcinomas, “ “Uterine smooth muscle 
and endometrial stromal tumors,” “Mixed tumors of  the endometrium “ とslide 
seminarを講義してくださり、Scheithauer先生は、” WHO 2007 classification 
of  tumors of  the CNS: Development of  the WHO classification, new lesions 
and controversies,” “Sellar tumors “とslide seminarを講義してくださいました。
Silverberg先生のいつもながらのジョークを織り交ぜた楽しい講義、Scheithauer
先生は詳細な内容を熱を込めてお話になりました。講義寸前までPower Point内
容を編集され、ドキドキしました。Handoutも送ってこないし、Scheithauer先生
の顔をみるまでは本当に心配の連続でした。湘南の前に京大の中嶋安彬先生の

お世話で講演をされ、京都から湘南までは南口早智子先生がエスコートしてき

てくれました。日本側からはScheithauer先生と仲の良い廣瀬先生が、” Peripheral 
nerve sheath tumors” を分かりやすく講義され、三上先生が、” Current concept 
and controversies on endocervical adenocarcinoma” を大変明快に講義してくださ
いました。

事前配布のslide seminar用のガラススライドはSilverberg先生のものだけで、
Scheithauer先生のものはPDF fileだけとなりました。当日配布のhandoutは白黒
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Day 4: 23rd August 2009 (Sunday)

 7.30am Registration

8.30 - 10.00 am Medical
Education

Infectious
Diseases

Pathology

Paediatric
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology

 10.00 am Tea

10.30am Medical 
Education

Infectious
Diseases

Pathology

Paediatric 
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 10.00 am Tea

10.30am Medical
Education

Infectious
Diseases

Pathology

Paediatric 
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 12 noon Plenary Lecture

 1.00pm Lunch

2.00pm Cardiac
Pathology

Infectious
Diseases

Pathology

Renal
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 3.30 pm Tea

4.00-5.30pm Cardiac
Pathology

Infectious
Diseases

Pathology

Renal
Pathology

IAP-ID 12th
Annual
CME

Dermatopathology
 5.30pm Closing Ceremony

8月20日のAPSMIのプログラムです。
Program Molecular Immunopathology in associatin with APSMI
8.30 - 10.00 am　Chair Robert Y. Osamura,
8:30-9:15  Jiang Gu, Shantou University Medical 

College,  (China) Forwarded by APSMI 
President’ s Opening remarks: Jiang Gu
“Pathology and pathogenesis of  newly 
emerged infectious diseases” .

9:15-10:00  Osamu Matsubara Department of  
Pathology, National Defense Medical 
College (Japan)

  “ E p i d e r m a l  g r o w t h  f a c t o r 
receptor(EGFR) in lung cancer”

 Coffee break
10.30-12:00 am Chair Jiang Gu
10:30-11:15  Ryohei Kato Yamanashi University 

(Japan) “Molecular pathology of  thyroid 
cancers”

11:15-12:00 Simi Bahtia(India)
  “  Molecular markers in diagnostic 

oncology."
2.00-3:30 pm Chair  Simi Bahtia
2:00-2:45  HK Ng Department of  Anatomical 

and Cellular Pathology, the Chinese 
University of  Hong Kong (Hong Kong)

  “How to best make use of  biomarkers in 
neuro-oncology”

2:45-3:30 Bharat Jasani、Cardiff  University (UK)
“Fast tract molecular selection of  therapy 
using K-ras and topo-1 in patients with 
metastatic or locally advanced colorectal 
cancer: A feasibility study highlighting 
the role of  the pathologist”
Coffee break

4.00-5.30pm Chair  Anita Borges(India)
4:00-4:45  N o r i m i c h i  N e m o t o , N i h o n 

University(Japan)
“A p p l i c a t i o n  o f  L a s e r  a s s i s t e d 
m i c r o d i s s e c t i o n  f o r  d i a g n o s t i c 
pathology."

4:45-5:30 Geeta K Vemuganti(India)
Dr.Geeta K Vemuganti, M.D, DNB, 
FNAMS
Head, Ophthalmic Pathology Service
Prof  Brien Holden Eye Research Centre  
L.V. Prasad Eye Institute India
“Molecular Immunohistochemistry on 
Retinoblastoma and Cancer Stem Cells.
Closing remarks  Robert Y. Osamura 
(APSMI Past President)

IAP Vice President  長村義之

あとがき：
暑中お見舞い申し上げます。News Bulletin 2009 No.3を
お届けします。本号では、すでに終了したイベントの報告

に加え、8月にインドで開催される第6回Asia Pacific IAP 
Congress、そして今秋、名古屋で開催される第11回日韓合
同スライドカンファレンスと東京で開催されるIAP教育
セミナーのご案内を掲載しました。なお、本部のBulletin、
スライドセミナ－参加申込の返信用葉書、第11回日韓合
同スライドカンファランス申し込み用紙を同封しました。

皆様のご参加をお待ちしています。どうぞ良い夏休みを

お過ごし下さい。

173─8610 東京都板橋区大谷口上町30─1
日本大学医学部病態病理学系病理学分野

根本則道/家守玉美
Tel：03─3972─8111 内線2256/Fax：03─3972─8163
E-mail：iapj@med.nihon-u.ac.jp
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